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（１）対話的構成を読むものに Anna Snaith,Virginia Woolf : Public and Private 
Negotiations (New York: Macmillan, 2000)があり、「公共圏」を読むものに Melba 
Cuddy-Keane, Virginia Woolf, the Intellectual, and the Public Sphere (Cambridge: 
CUP, 2003) がある。 
（２）Eileen Barret and Patricia Cramer, Virginia Woolf : Lesbian Reading  (New York: 
New York UP, 1997) 
（３）Makiko Minow-Pinkney, Virginia Woolf and the Problem of the Subject: Feminine 
Writing in the Major Novels (New Brunswick, N. J.: Rutgers UP, 1987) などがある。 




Psychoanalysis (Chicago: U of Chicago P, 1989)が、精神分析との間テクスト性を論じ
たものに、遠藤不比人『死の欲動とモダニズム――イギリス戦間期の文学と精神分析』
（慶應義塾大学出版会、2012）がある。 
（５）Alex Zwerdling, Virginia Woolf and the Real World (Barkeley: U of California P, 
1986) 
（６）例えば、Jane Marcus, “Britannia Rules The Waves.”Decolonizing Traditions: New 
Views of Twentieth Century‘British’ Literary Canons, ed. Karen R. Lawrence 
(Urbana: U. of Illinois Press, 1992), 136-62. 
（７）例えば、Sonita Sarker, “Locating a Native Englishness in Virginia Woolf ’s The 
London Scene.” NWSA Journal 13.2 (2001): 1-30.および Jaime Hovey, “ ‘Kissing a 
Negress in the Dark’: Englishness as a Masquerade in Woolf ’s Orlando.” PMLA 112. 
3 (1997): 393-404. 
（８）階級的側面に焦点を当てたものに Zwerdling の前掲書のほか、Mary M. Childers, 
“Virginia Woolf on the Outside Looking Down: Reflections on the Class of Women.” 
Modern Fiction Studies 38.1 (1992): 61-79. また、ウルフのヴィクトリアニズムを指摘
するものに、例えば Gillian Beer, “The Island and the Aeroplane: The Case of Virginia 
Woolf.” Nation and Narration, ed. Homi K. Bhabha (London: Routledge, 1990) 
265-90. 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































あて……脱中心化する」こと（Butler 1990: xxix、竹村 1999: 9-10）。バトラーは、「フェミ
ニズムの主体である『女』というカテゴリーが、解放を模索するまさにその権力構造によっ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１）ウルフとブルームズベリ ・ーグループとの関係に焦点を当てた批評に、Christine Froula, 
Virginia Woolf and the Bloomsbury Avant-Garde: War, Civilizaton, Modernity 
(NewYork: Columbia UP, 2005)、Peter Stansky, On or About December 1910: Early 
Bloomsbury and Its Intimate World (Cambridge, Mass. and London: Harvard UP, 
1996) などがある。ウルフと女性参政権運動との関係については、Naomi Black、佐藤、










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ウルフは、1934 年のエッセイ、 「どうしてですか」（ “Why?”）でも、「意見を押しつけ

































































































































































































































































額に呪いの烙印を押され、忍び寄るのだ。 （Robinson, x） 




























































































































1927 年、1929 年、1937 年の三度、ＢＢＣに出演している。一度目は夫、レナードとの討論、
後の二回は単独でのトークである。だがウルフとＢＢＣの関係はこれにとどまらない。1933
年 12 月、ウルフは、ＢＢＣのアナウンサーの発音を指導する内部機関、「発話英語助言委員






































「ピューリタンの数学者たちからなる」王立協会（The Royal Society of London for the 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































する。Avery 45-49 参照。 






（８）ウルフの階級意識に触れている評論として Childers, Silver, Mulhern, Zwerdling を参
照。 
（９）Black, Marcus, Garrity, 佐藤を参照。 
（１０）ウルフによる「英国の継娘」の記述については TG 13, 135 頁参照。 






































































































してゆく姿（Briggs 80）、旧世代の衰亡と共に、新世代の “New Woman”と “New Man”





































































































































































































































































































































































































































   

































































   セアラは祈祷書を適当に開いて読み始めた。 
  「父ははかり知られず、子もはかり知られず」彼女は普通の口調で読んだ。 
  「シッ！」彼は制した。「人に聞かれるぞ」 
   それに従って、セアラはシティのレストランで紳士と食事をしている淑女を装った。 
  「で、あなたはセント・ポールで何をしていたの？」彼女は尋ねた。 
  「建築家になっていればよかったなと思って」マーティンは言った。「でもその代わり
に僕は陸軍に入れられた。大嫌いな陸軍に」彼は語気を強めた。 
  「シッ！人に聞かれるわよ」彼女は囁いた。 
















































































































































































































































































































野外劇が催されようとしている屋敷、ポインツホールは、いかにも英国らしい（ “the very 





























































































   時計の針が現在の瞬間で止まったのだ。今現在。私たち。（BA 216） 





















































































































（１）Three Guineas 353-4 頁。 新版心理学事典（平凡社、1981 年）の定義によると、固
着とは「古い行動型が固定して新しい行動型を学習･獲得することができない状態」、
「先行の学習に行動が固定されるような反応様式」である。 
（２）Zwerdling 304 頁参照 
（３）1903~17 年に婦人参政権を求めて闘争を行った組織、WSPU（Women’s Social and 
Political Union）のこと。投石や放火など過激で戦闘的な活動のため、投獄された
者も多くいた。河村 108-124 頁参照。 
（４）Esty 54-107 頁参照。 
（５）「多くの異なるものから成る我々…あらゆる寄せ集めである我々…けれどどうにか統
一された全体」（1938 年 4 月 26 日の日記）という同様の共同体観が以降の作品、
『幕間』や「アノン」で検討される。 
（６）Ross McKibbin, Classes and Cultures: England 1918-1951 （Oxford: Oxford UP, 
1998）44-98 頁参照。 
（７）The Years の 414 頁以降からの引用は、校正最終段階でウルフが削った部分を“The 
Enormous Chunks”として Grace Radin がまとめたものが、“Appendix”として巻末
に付された部分である。 
















（１３）Esty 54-61 頁参照。 
（１４）「大衆観察」は、人類学者のトム・ハリソン、詩人、ジャーナリストのチャールズ・
マッジ、映画監督のハンフリー・ジェニングズが、イギリスで 1937 年に始めた一種







された Britain を参照。 
（１５）特に 1990 年代前後に顕著であったのは、全体性より断片性志向を読みとり、ウルフ
の自由主義と全体主義批判の姿勢を強調する解釈である。M.Pridmore-Brown, 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  彼の出自、民族性、子供時代に受けた印象などが、彼の書くものすべてに充満している。 

















































（２）高橋 45-9 頁参照。 
















裁判で発禁処分の判決を下した判事と公訴局長のものである。（Swanson 192 参照。） 
（７）Virago Press 版『私たちの知っている生活』の「序文」および マーガレット・L・デ





























































































































































































































  （彼は間を置いた。いや、セリフを忘れたわけではない。） 
クリプルゲイトの監獄で、セント・ジャイルズやホワイトチャペルの貧民窟で、ユダヤ
人の住むミナリズで。鉱山で汗水たらして働かせておけ。織機の前で咳き込ませておけ。

























































































『……自分の思想を刻印した（ “imprinted my ideas”）』」と独語する（Earlier Typescript: 
Page 124, PH 108）。「この瞬間、依然として彼女は観客を支配していた。私の意図するとこ
ろを焼きつけることができた（ “imposed her will”）のではないか？安心、勝利感、それど
ころか一種の陶酔が彼女を満たした」（Later Typescript: Page 80, PH 333）。 “impose”、 
“imprint”の語は、レナード・ウルフが「文明」を「鋳型・母型」と定義し、一種のイデオロ
ギーとみなす文脈で用いていた―― “a human community imposes upon individual lives 
an imprint and form.” （Deluge 45）。さらに、すでに第三章でも取り上げた『ダロウェイ
夫人』で、サー・ウィリアム・ブラッドショーの「改宗の女神」のくだりにも類語が使われ
ていた――「その女神は名を改宗といい、柔弱な人間の意志を食らって生き、おのれの意見


















































































































































































































   その時、にわか雨が降ってきた、突然、激しく。 
   誰も雲がたれこめるのに気づいていなかった。雲は彼らの真上に黒くふくれ上がって
いた。世界の人びとすべてが泣いているかのような土砂降りだった。涙、涙。涙。 




























































































   「劇は終わったんだな」メイヒュー陸軍大佐はつぶやいて、帽子を手に取った。「さて
と……」 
   けれど、劇が終わったかどうか誰もよくわからないでいる時、ある声が響き渡った。
誰の声なのか誰にもわからなかった。それは茂みの中から聞こえてきた――拡声器を通
した、匿名の、声高に主張する声。その声が言った。 










































・ ・ ・ ・
詰め込んだり


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（４）コーンは「“(He thought) I am late.”／ “(He thought,) Am I late?”」のタイプを「引用
された独白」、「“He was late.”／“Was he late?”」といった自由間接話法を「「語られた
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